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　市民の皆さまには、日頃より尾道
市議会にあたたかいご支援、ご理解
を賜り、厚く御礼申し上げます。
　このたび、尾道市議会第73代議
長を拝命し、限りなく光栄に存じま
すとともに、その責任の重大さに身
の引き締まる思いでございます。
　地方自治の本旨は、議会と執行部
が共に切磋琢磨して、社会福祉をは
じめとした市民生活の向上に努めて
いくという、いわゆる二元代表制に
あると考えます。
　本市におきましては、依然として
厳しい財政状況ではございますが、
活力と魅力にあふれ、安全で住みや
すいまちづくりの実現をはじめ、さ
まざまな課題解決に向けて全力で取
り組んでいく所存でございます。
　また、歴史と伝統のある尾道市議
会の議長として、円滑な議会運営と
議会のさらなる活性化を図るととも
に、市民の皆さまに信頼される市議
会となるよう鋭意努力してまいりま
すので、なにとぞ皆さまのご理解、
ご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

　令和７年６月定例会は、６月16日から７月１日までの16日間にわたり開会しました。
開会日の16日に正副議長の選挙を行い、第73代議長に福原謙二議員が、第89代副議長
に大本和英議員がそれぞれ就任しました。
　本会議において任期満了に伴う議会運営委員会、総務経済委員会、福祉環境委員会、
教育スポーツ委員会の委員が選任され、その後行われた各委員会で正副委員長が互選さ
れました。
　正副議長や議会選出監査委員、委員会などの状況については次のとおりです。
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議会運営委員会
【役割】
議会を円滑、効率的に運営するために、議会の運営や会
議則、委員会に関する条例等に関する事項、議長の諮問
に関する事項などを協議し、審査、調査等を行います。
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現在３つの常任委員会が設置されています。
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総務経済委員会

福祉環境委員会

教育スポーツ委員会

【役割】
企画財政部、総務部、産業部、建設部、消防局、会計管理者、選挙管
理委員会、農業委員会、公平委員会、監査委員、固定資産評価審査委
員会の所管に属する事項及び他の常任委員会の所管に属さない事項に
ついての審査、調査等を行います。

【役割】
市民生活部、福祉保健部、病院事業局、上下水道局の所管に属する
事項についての審査、調査を行います。

【役割】
教育委員会の所管に属する事項についての審査、調査を行います。

常任委員会常任委員会
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　厳しい経営状況を考慮し、市民病院建
設に関係する予算計上は見送られた。市

民の方から、「建設するのか」、「建設しないのか」、
「今後どのようになるのか」と、様々なご意見を
伺う。まずは、経営の安定化を目指されるという
ことだが、何をもって経営の安定化なのか。

　今年度の収支状況を見極める
ことが一定の判断となる。

　市民の命や地域の医療を守るためには、
医療連携がまずは重要であると考える。

建物の老朽化や狭あい化といった古いから建て替
えではなく、しっかりと医療連携を含めた様々な
協議をすることが必要ではないか。今一度立ちど
まり、ゼロベースで市民が納得されるようなグラ
ンドデザインを打ち出していく必要があると考え
るがいかがか。

　グランドデザインの一つとして災害拠
点病院を目指していく。
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　今後さらに協定店舗が拡大されれば、
供給体制の分散化や輸送効率の向上に資

するとともに、災害初期の「プッシュ型支援」に
加え、時間の経過とともに避難所ごとの多様なニ
ーズに対応する「プル型支援」の充実にもつなが
ると考えるが、市の方針はどうか。

　事業者ごとに個別の事情があるので、
調整には丁寧に対応してまいりたい。

その上で、市内の小売事業者とも連携し、災害協
定の拡充に向けて取り組んでまいりたい。

　地域への補助金の増額も重要であるが、
今後の地域防災を担うのは私たち30

代・40代の若い世代である。しかし、仕事や家
庭の都合で地域の会合などに参加しにくいという
声も多く聞かれる。

　例えば、LINE WORKSなどオンラインツー
ルを活用した情報共有の仕組みを整備し、それを
補助金の対象とすることも一案ではないかと考え
る。

　地域への補助金については現時点で増
額の予定はないが、若年層の地域コミュ

ニティへの参加や防災力の強化に向けて、防災ラ
ジオなど、情報が取得しやすい環境の整備に取り
組んでいる。

　これでは、若年層の参加が本当に促さ
れるのか疑問である。若い世代が参加し

やすい仕組みを支援することは、今後の地域防災
を持続させるために欠かせない。
　また、災害協定を実際に機能させるためには、
地域の防災組織が市の防災施策に“深く関わる”こ
とが不可欠である。
　こうしたことから、地域が当事者として、物資
の搬送や避難所運営の一端を担う体制を平時から
構築できる仕組みをはじめ、市・事業者・地域の
三者が協議し、“地域が主体的に防災の輪に加わ
る仕組み”を構築していくことが重要だと考える。

災害協定の拡充について

地域防災力の強化について

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
、
定
例
会
に
お
い
て
、
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
に
つ
い
て
執
行
機
関
（
市
長
な
ど
）
に
質
す
こ
と
で
す
。

氏
名
横
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
各
議
員
の
実
際
の
本
会
議
で
の
質
問
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

～尾道市立市民病院の今後について～

木曜会
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病院事業管理者

　一般質問を終えて…
　どのようにして市民の命を守ろうとしてい
くのか疑問である。引き続き、追求していき
たい。



　「尾道海属」における３年間の実績や
成果は。
　民間事業者と連携し、多世代を対象に
したマリンスポーツをはじめ、体験イベ

ント、安全講習、海浜清掃などを行い、関連施設
などの利用は令和４年度の約23万人から令和６
年度で約30万人と約33％増加した。

　今年度大幅な予算減額であるが、今年
度の具体的な計画は。
　民間企業とタイアップした団体が主催
するイベントの開催や、更なる「尾道海

属」の推進のため、マリンスポーツの聖地をめざ
すことのみならず、海事産業などの振興にもつな
げていき尾道の魅力を高めてまいりたい。

　稼働を開始した「因島学校給食共同調

理場」の状況と「旧因島学校給食共同調理場跡
地」の今後の方針は。

　順調に稼働しており、児童生徒に温か
くおいしい給食を提供している。また、

「旧因島学校給食共同調理場跡地」については売
却処分の方針である。

　「（仮称）尾道地区学校給食共同調理場」
の進捗状況は。
　令和８年度からの稼働に向け、おおむ
ね計画通りに行われている。
　学校側の環境整備や体制整備の進め方
は。
　現在調整中であり、学校を確定した上
で学校側の受け入れ体制の整備を行って

いく。衛生管理のさらなる徹底を図り、安全・安
心で温かくおいしい給食の提供をめざす。

学校給食に係る公会計の状況は。

　口座振替による納付を推奨する中で、
現在９割を超える申し込みがあり、ご理

解いただいているものと考えている。また公会計
化に伴い、システムの導入などによる事務の効率
化を図り、適切な業務運営に努めている。

　令和８年に時間外勤務時間が45時間
以下である教職員の目標値を100%にす

るための具体的な取組は。
【参考】学校経営企画課から情報提供
令和６年度末　定年前辞職者数（小中合わせて）　
※定年前辞職者28名全体（42名）の67%。 
・51歳～60歳…11名 　・41歳～50歳…２名　
・31歳～40歳…４名 　・30歳以下…11名　

　部活動の時間の繰り上げや、標準授業
時間数を意識した教育活動に取り組み、

学校全体の長時間勤務の縮減に努める。

　一世帯当たりの補助金額は、①旧尾道　
444円  ②御調  1,758円  ③向島  1,264

円  ④因島  833円  ⑤瀬戸田  1,805円。特に旧

尾道の補助金額の格差は他地区と比較しても大き
く是正が必要であるが、どのように考えているか。

　地域の実情をしっかり伺いながら、補
助金のあり方を考える。

　民生児童委員の高齢化と「なり手不足」
「オーバーワーク」への対策は。

　「尾道市一人暮らし高齢者巡回相談事業実施要
領」は52年前の作成であって、実情に合ってい
ないことを指摘する。

　改選や欠員の補充については、地域に
出向き、活動への協力を得られるよう努

める。業務量については、巡回相談で対象世帯が
多い場合、過度の負担にならないよう対応する。

　人権啓発推進プランと共に地域の実情
に根ざした市民参加型の「尾道市人権尊

重条例」制定に向けた取組は。
　　　　　人権尊重条例の制定については、人権
　　　　啓発推進プランの取組を進めていく中で、
引き続き研究していく。
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わがまち♡スポーツ「尾道海属」について

学校給食について

民生児童委員活動の改善を求める

人権条例制定を求める

町内会活動費補助金格差是正を求める

「教職員の働き方改革」への対策を求
める
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　物価・人件費高騰の煽りを受け、建設
費はこれで足りるのか。
　資材費や人件費の高騰などにより、新
校舎建築費の最終的な想定は困難である

が、今後とも事業費縮減に向けて取り組んでいく。
　プールを利用した授業は各学年10時
限と聞いているが、1年間で利用するの

が45時間。尾道みなと小学校も屋上にプールを
設置するとのことだが、1階に造る場合による費
用と4階に造る場合による費用の差額提示を求め
ても答弁がないのはなぜか。

　事業費の比較については詳細な設計や
地盤調査が必要となり経費と時間を伴う

ことから比較は行っていない。校舎屋上にプール
を設置することで、グラウンド面積を広く確保し、
子どもたちによりよい教育環境を整えることがで

きることから、計画どおり事業を進めていく。
　尾道みなと小中学校建設費を61億円
から68億円に増額されたが、尾道市の

財政状況・今後の児童生徒の減少をどのように考
えているか。
　教室の広さについて国が推進する60㎡ではな
く80㎡にする方針とのことであるが、子どもに
とって良い環境を構築できるというその考えを伺
う。

　将来的な学級数の増減を見据えた上で、
普通教室を特別支援教室や専科教室、放

課後児童クラブへの転用を想定している。
　新校舎を造って空いた旧学校の今後の
利活用について、教育委員会で考えられ

ないのであれば、もっと広く世間に問えばよいの
ではないか。
　市民の財産ということを忘れずに、市民の意見
を聞くとともに有効に活用していただけないか。

　旧久保小学校、旧長江小学校、旧土堂
小学校の今後の活用については、現時点

ではお示しできない。
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人口減少化を迎える
「尾道みなと小中学校」の在り方について

　英語偏重教育の問題を検討したか？
 

　問題ない。

　日常会話や校長の挨拶、授業までも英
語では、まるで植民地。まもなく自動翻

訳で各国が母語のまま通じ合える時代が来る。今
こそ英語より自国の歴史と文化を学び、誇りを持
って異文化と対話し、議論できる力を育むべき。

　コロナワクチンを推奨する本ばかりで、
副作用を警告するものはベストセラーす

ら置いていない。近隣の市と比べても著しい偏り。

　たまたまそうなった。

　市民の知る権利を制限する浅はかな姿

勢は反省すべき。

　子宮頸がんワクチンは１万人に７人が
重篤な副反応とされるが本当か。

　分からない。調べてもいない。

　子宮頸がんは２年ごとの検診だけで防
げる。なぜ検診をＰＲせず、癌も防げず

副作用の多い馬鹿げたワクチンを進めるのか。メ
ーカーも度重なる不祥事のある不誠実な企業。何
も調べず市民に進めるべきではない。

　尾道市のコロナワクチン事業では６人
の死者を含む多数の重篤被害者が出た。

予防効果もなく若者には不要とされるものを、市
長が若者にも接種を求め被害者を出した責任は。

　国が対応すること。

尾道市の教育について

図書館の蔵書の偏り

子宮頸がんワクチンの推奨について

コロナワクチン事業について

議 員

議 員

議 員

議 員

市 長

議 員

議 員

議 員

議 員

市 長
議 員

議 員

議 員

潮風おのみち

冠
かむり

　　匡
まさてる

晃　

潮風おのみち

石
いしもり

森　啓
けい

司
し

教育長

教育長

教育長

教育長

教育長

教育長
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　尾道市と福山市が共同で進めるはずの
都市計画道路が進んでいない。東尾道に

市民病院を建設するのであれば、交通渋滞対策に
も大きな役割を担うこの計画道路（山波南松永
線）を今のうちから福山市と協議すべきではない
か。松永のメガドンキホーテから尾道方向にいけ
ば業務用スーパーエブリイ、自動車学校、藤井川
に橋が架かり、尾道浪漫珈琲、GU、ハローズと
一直線に道路がつながれば、交通渋滞対策、街の
賑わい、買い物・飲食といった交流人口の増加、
福山市・尾道市双方にメリットが出てくるのでは
ないか。

　今後の開発事業等の動向を踏まえなが
ら、引き続き福山市と整備に向けた協議

を重ねていきたい。
　平谷市長は尾道市のトップとしてこの

道路をつなげたいという気持ちはあるのか。
　尾道市・福山市双方にとって必要な道
路だと思っており、また双方にとって

WinWinだと思っているので積極的に協議して
いきたいと思っている。東尾道エリアと松永エリアに橋を

架けよう！ (山波南松永線)
議 員

　尾道市では学校給食の地産地消率（市
内産）15％を目標に掲げているが、R5

年度に7％台まで低下し、目標達成が危ぶまれる
状況。食材価格の高騰や生産者の高齢化など複合
的な課題に直面する中、学校給食は単なる教育の
一環ではなく、一次産業、環境、地域経済、福祉
を支える社会インフラとして再定義し、持続可能
な地域づくりの柱とすべき。R6年度学校給食の
地産地消率は？課題と目標達成のための取組は。

　7.4％。生産者が生産中止や規模を縮
小したため。市長部局とも連携しながら

目標達成に向けて取り組む。
　地産地消コーディネーター、学校給食
協議会の設置をしては？
　現在までの取組を充実させていくこと
が大切であるから新たな体制は考えてい

ない。

　先進事例では、ふるさと納税の活用や
環境保全型農業との連携が進められてい

る。尾道市においても学校給食を軸とし、ふるさ
と納税を活用した包括的な「食とまちづくり」プ
ロジェクトの構築を提案する。

　ふるさと納税は情報収集する。プロジ
ェクトは考えてない。
　R6年度は御調産のお米100％も達成
できず残念。尾道の米どころを守るプラ

イドと、尾道のこども達の食を守る具体的な取組
を求める。

　不登校児童生徒の保護者にとって、外
出機会や他者との接点の減少、給食費と

自宅等での昼食費の二重負担など、多くの課題が
ある。東京都八王子市では、不登校の子どもたち
に対し給食センターでの食事提供を開始し、社会
とのつながりと生活基盤の両面から支援している。
尾道市でも、同様の仕組みを導入することができ
ないか伺う。

　課題が多いため導入は困難。

学校給食を「まちづくり」の施策
議 員

議 員

市 長

市 長

　 議 員

議 員

議 員

おのみち会

宮
みや

地
ち

　寛
ひろゆき

行

不登校支援として学校給食の提供を

議 員

 潮風おのみち

 村
むら

井
い

　温
あつ

子
こ

　一般質問を終えて…
答弁は良いのだが、自分が高須に引っ越して
13年、それから何度か質問しているのだが、
よい答弁よりも結果が欲しいと願う今日この
頃。

教育長

教育長

教育長

教育長
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一
般
質
問
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
、
定
例
会
に
お
い
て
、
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
に
つ
い
て
執
行
機
関
（
市
長
な
ど
）
に
質
す
こ
と
で
す
。

氏
名
横
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
各
議
員
の
実
際
の
本
会
議
で
の
質
問
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　高齢者が聴覚補助器を適切に選択でき
る環境を整備すべきと考えるが。
　高齢者にやさしいお店の情報誌である

「ねこのて手帳」の中で、補聴器など相
談できるお店を掲載している。

　購入費助成制度の創設をしてはどうか。

　購入費用の助成制度の創設についても
研究していく。

　授乳室でも搾乳しやすい工夫や職場に
おける搾乳環境づくりに取り組むべきだ

と考えるが、どうか。
　授乳室で搾乳することは可能、速やか
に表示をするなど周知を図っていく。未

設置の施設では、空きスペース等をご案内するな

どできる限り対応してまいりたい。
　まずは、公共施設から授乳室の設置を
進め、設置場所の周知も行っていってい

ただきたい。

　保護者・保育士の負担軽減のために、
定額制によりおむつ使い放題になるサー

ビスを利用してはどうか。

　利用者の声を聞きながら研究していく。

　使用済みおむつを活用したシステムの
導入を考えてはどうか。
　現段階では考えてないが、一般廃棄物
処理基本計画の策定を進める中で研究し

てまいりたい。

　５歳児相談から、全員が対象となる発
達や発達障害が見つかりやすい５歳児健

診に移行してはどうか。

　最善の方法を研究していきたい。

聴覚補助器等の積極的な活用への支援
議 員

　尾道の観光実態はどうか。観光入込客
数は何人か。観光消費額はいくらか。尾

道に対する印象調査はされているか。インバウン
ド国別入り数と滞在日数はどうか。滞在日数・消
費額が増す工夫をされているか。

　観光入込客は508万人、観光消費額は
一人当たり5535円。観光客の本市に対

する印象は、満足しているが94.5%、景観が良い
が80.6%。インバウンドでは1位が台湾、2位が
アメリカ、3位がフランス。トイレの洋式化、多
言語観光案内板、宿泊施設整備サイクリング、マ
リンスポーツ体験型の充実など努めている。

　海事都市尾道のビジョンはどうか。今
治の「バリシップ2025」展を研修され

て尾道に活かす内容があったか。尾道・福山・三

原市圏で連携したイベントが開催できないか。
　造船・舶用工業の現状把握し新燃料船
等トップシェア目指す力強い展望と海事

産業の将来性を感じた。福山大学海洋機械コース
が新設され人材育成が始まり、備後圏域の連携が
重要で、しまなみ海道エリアの連携を進め、国に
伝えていく。

　待ったなし人口減少はどうするか。特
殊出生率と15歳未満数、75歳以上数は

どうか。マンパワー確保することの、まちづくり
計画はどうか。移住者を増やす取組は何か。

　15歳未満は1万2210人で9.7%533人
減、75歳以上は2万8273人で22.6%355

人増加している。市内企業への就職促進は高校生
を対象にガイダンス、企業説明会など実施し、移
住者の取組は「人と尾道」インスタグラムの活用
で転職、子育て情報など発信している。

　市内企業「㈱トロムソ」を例に海外進
出への支援するサポート戦略はどうか。
　本年度より海外販路開拓支援でコンテ
ンツ制作費、通訳費を追加している。

議 員

議 員

市 長

議 員

議 員

市 長

議 員

公明党

村
むらかみ

上　久
く

美
み

市 長

議 員

市 長

議 員

市 長

市 長

誰もが安心して搾乳できる環境づくり
議 員

市 長

おむつのサブスクと処理

５歳児健診について

議 員

議 員

市 長

市 長

市 長

尾道の観光について

海事都市おのみちについて

人口について

おのみち会

巻
まきはた

幡　伸
しんいち

一  
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　反響、見えてきた課題はあるか。
　利用者も増え好評。利用
が想定を超えており、運営

体制の強化を図る必要が生じ、今年
度の新規開設は慎重に検討する。

　本市の印刷物や通知書等への「音声コ
ード」の導入は急務ではないか。
　今後研究していく。

　「日常生活用具」の支援状況は。

　活字文書読み上げ装置、点字タイプラ
イター、点字図書、点字器、ラジオ、音

声体重計、体温計、血圧計、情報通信支援用具な
ど。要望に応じて追加している。

「まちかどフードパントリー尾道」実施

視覚に障がいがある方への支援

SNSの偽情報・誤情報への対策

住宅密集地、ごみ収集に関連した火災

高校生の英語力を生かしたおもてなし

「医療事故調査制度」の適正な運用を
　市民病院での手続きの流れはどうか。

　まずご遺族に状況説明→「日
本医療安全調査機構」（以下

「調査機構」という。）に医療事故発生の報告→病
院内に調査委員会（内部委員及び外部委員により
構成）を設置し調査→調査結果を「調査機構」に
報告→ご遺族への説明。

　過去５年間に調査は何例あるか。また
調査期間は。

　件数についてはお答えを差し
控える。審理期間は約１年から

２年である。
　いっこうに病院から詳しい説明がなさ
れない場合、市民病院のどこの窓口に相

談すればよいのか。
　医療安全管理室。もしくは
「調査機構」まで。

　極端なダイエットで15歳の娘さんを
亡くした母親の思いが報道にあった。特

殊詐欺も横行している。世代ごとにどのような教
育・啓発を行っているか。日本新聞協会も声明を
発表している。選挙への影響、対策は。中学校の
図書館で新聞を読むことはできるか。

　選挙結果への影響は懸念されており、
選挙管理委員会では国などの対応動向を

注視していると聞く。
　小学校、中学校、それぞれ段階別に学
習している。中学校ではタブレット端末

の情報モラル教材も使う。生涯学習では啓発講演
会を毎年開催している。新聞は一部の指定の中学
校図書館で読める。

　広島駅の改札を出ると高校生が英語の

議 員

市 長

市 長

議 員

議 員

議 員
議 員

議 員

ボランティアガイドをやっていた。高校生の英語
力は外国人観光客のおもてなしに生かすことがで
きると考える。尾道市に安全に外国人観光客と高
校生の接点を設ける取組、構想はあるか。

　学校のALT・留学生との交流、クル
ーズ船寄港のおもてなしなどはある。本

市主催イベントへの参加も可能で、学校からの相
談には対応を検討したい。

　住宅密集地の火事、また、ごみ収集
に関連した火災にどんな対策をとって

いるか。リチウムイオン電池の構造上のリスクを
解説するサイトがあった。また名古屋市は動画で
解説している。ネットを活用した広報を充実させ
る考えはないか。

　火災警報器の設置、防火水利の計画
的整備、老朽空き家の解体撤去の補助

制度に建物の不燃化、難燃化の促進に努めている。
収集は市民の協力が不可欠で広報、説明会で周知、
啓発に努めている。多様な広報に努めたい。

市 長

市 長

市 長

公明党

岡
おかむら
村　　隆

たかし

平成会

二
にのみや
宮　　仁

ひとし

教育長

病院事業管理者

病院事業管理者

病院事業管理者

議 員

議 員

議 員
市 長

　一般質問を終えて…
病院からの詳細な説明無しに、遺族は、大切な
家族の予期しない死亡を受け入れることはでき
ない。制度の適正な運用と周知は必須である。
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　執行額5万円の狭い範囲の小児救急医
療交通費助成事業の拡大や、紹介状をお

持ちの場合に交通費の一部の助成をしてはどうか。
　紹介状を持参しての交通費助成事業は、
令和6年度から小児救急医療交通費助成

事業の取組を行っており、まずは周知がさらに進
むように取り組んでまいりたい。

　尾道市でのリテラシーの対策や取り扱
っている情報の漏洩や問題が起きた場合

のワークフローは策定しているか？
市長のSNSアカウントの乗っ取りの経緯、それ
に対する対策、2次被害・3次被害はあるか？

　尾道市の現状の課題と未来への展望に
ついて
　庁舎整備・学校の耐震改修などの安心
安全なまちづくりや、サイクリングのま

ちづくり・３つの日本遺産など地域資源を活かし
た取組を行ってきた。本市の将来は、市民の健康
と暮らしを守るうえで尾道市民病院の建て替えに
よる医療提供体制の充実、ごみ処理施設の在り方
などの課題に取り組み、新たな市民総合計画の策
定において、市民と共に尾道の未来の姿を展望し
ていく。

　財政が厳しく、市民のしまなみ海道の
通行料の負担や市民生活（町内会への補

助等）の負担を、本市独自の体験型の観光整備や
自転車のレンタル料の値上げなどを行い、観光消
費を促進し、その収益を市民に還元してはどうか。

　本市が保有している個人情報や機密情
報などの情報資産の取扱いについては、

尾道市情報セキュリティポリシーを策定し、情報
の管理を職員に徹底し、各課の実行状況について
定期的な監査も行っている。
　SNSのアカウントが乗っ取られた経緯につい
てはわかっていない。多くの皆様にフォローして
いただいているので、被害にあわれた方がおられ
る可能性もあると憂慮している。

　しまなみ海道通行料金制度は、料金
水準が令和16年３月末まで10年間の継

続となるなどの対策を講じている。本市独自の福
祉施策としては、「障害者通所交通費助成事業」
など通院、通所の移動に係る負担軽減も取り組ん
でいる。
　地域資源を活用した滞在型観光の取組を進め、
観光消費の拡大につなげるためにも、ご提案いた
だいた財政確保の視点を持ちつつ、持続可能な取
組となるよう努めていく。

　

平谷市政の５期20年の成果と残り2年
の取組について

この６月議会では２年前にも質問した
しまなみ海道の料金の助成の件について

デジタルリテラシー・ネットリテラシー
の対策について

一
般
質
問
・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
議
案

　一般質問を終えて…
しまなみ海道通行料の件では全体の４％しか
使われてない施策をそのままにしている。市
長のSNSアカウントの乗っ取りの事件があり、
市長本人のネットリテラシー向上が望まれる。

議 員

議 員

市 長

市 長

議 員

市 長

市 長

議 員

新誠会

宇
う ね も と
根本　茂

しげる

新誠会

新
しん
地
ち
　貴

たかふみ
史

　一般質問を終えて…
財政が厳しい場合、事業の見直しは必要。財
政再建には、観光消費は不可欠。若者の流出
を防ぐには、若者が楽しくなる居場所の提供
が必須。何より市民に寄り添う政策を望む。
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　給料が物価上昇に追いつかず、年金も
増えない。自営業者も利益が悪化し、厳

しい状況にあるのでは。公共下水道料の値上げは
見直したらどうか。

　賃金が物価上昇に追いつかず、消費支
出の抑制などの影響が出ている。下水道

使用料の値上げは審議会の答申に沿って判断する。

　利用者が増えた尾道みなと小学校北
側の三差路の安全対策はどのように。

市の ｢スポーツ振興計画｣ に沿って公民館へ卓球
台を置いてはどうか。

　安全対策は交差点の着色や自転車通学
の安全指導を行っている。信号機の設置

は難しい。

市民の暮らしに対する認識について

病院事業について

町内会･自治会への補助金について

人口減少に対する認識と対策について

教育問題について

　市民病院の収支の状況がどうなった
ら、新病院の予算を提案するのか。現

在は、ＪＡ尾道総合病院と合意を得るための協議
の段階か。

　今年度、経営の安定化に努
めているので、現時点では示

せない。ＪＡ尾道総合病院と公立みつぎ総合病院
との分担や連携に向けて協議中である。

　合併後20年経つが、尾道地域と瀬戸
田地域では４倍以上の格差がある。目標

年限を決めて取り組んでは。
　町内会は地域で形態や活動が異なる。
補助金の是正は、現時点で具体的な内容

や時期は示せない。

　実人口が減っているが、｢総合戦略｣
との関係でどう分析しているか。
　若い世代の転出超過が進んでいると考
えている。総合戦略の各種施策に全力で

取り組む。

日本共産党

魚
うおたに
谷　悟

さとる

市 長

市 長

市 長

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

教育長

病院事業管理者

※1万円未満切捨
P

※1万円未満切捨
ピックアップ議案  ーこの議案ってどんなこと？？ー

令和7年度尾道市一般会計補正予算（第1号）　主なもの
●串浜漁港海岸保全施設整備事業　　　　  ……   2,400万円
●水軍城関係施設解体撤去等委託料　　   ……　1,500万円
●旧因島学校給食共同調理場解体撤去工事 ……　2,700万円
 
財産の取得について
●ＡＶＭ（車両運用システム）設備の更新     ……　1億9,690万円
※ 高機能消防指令センターの機能の一つであるＡＶＭ（車両運用システム）
設備をＬＴＥサービスに対応した機器に更新するものです。

令和7年度尾道市一般会計補正予算（第2号）　主なもの
●LPガス使用事業所支援事業　　　　　  ……　 1,628万円　

議案第76号

議案第83号

議案第90号
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議案

番号
件　名

議決

結果

松
原
正
侍

檀
上
政
樹

土
屋
咲
子

中
西
海
斗

冠 

　
匡
晃

村
井
温
子

魚
谷 

　
悟

岡
野
長
寿

岡
田
広
美

山
根
基
嗣

二
宮 

　
仁

大
本
和
英

岡

村 

隆

村
上
久
美

福
原
謙
二

前
田
孝
人

石
森
啓
司

宇
根
本
茂

新
地
貴
史

吉
和 

　
宏

佐
藤
志
行

星
野
光
男

村
上
隆
一

宮
地
寛
行

髙
本
訓
司

巻
幡
伸
一

新
田
賢
慈

藤
本
友
行

報告第
15号～
報告第
19号

専決処分報告及びこれ
が承認を求めることに
ついて

承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
88号

監査委員の選任につき
同意を求めることにつ
いて

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
89号

教育委員会の委員の任
命につき同意を求める
ことについて

同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
76号

令和７年度尾道市一般
会計補正予算　　　
（第１号）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
77号

市道路線の認定につい
て

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
78号

市道路線の認定につい
て

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
79号

市道路線の廃止につい
て

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
80号

公有水面の埋立てにつ
き意見を述べることに
ついて

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
81号 財産の取得について 原案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
82号 財産の取得について 原案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
83号 財産の取得について 原案

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
84号

尾道市離島振興対策実
施地域における固定資
産税の課税免除に関す
る条例の一部を改正す
る条例案

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
85号

尾道市手数料条例の一
部を改正する条例案

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
86号

尾道市保育所（園）設
置及び管理条例の一部
を改正する条例案

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
87号

尾道市立幼稚園設置条
例の一部を改正する条
例案

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第
90号

令和７年度尾道市一般
会計補正予算　　　
（第２号）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建第３
号議案

米国の関税措置に対応
した中小企業等支援策
の拡充を求める意見書
（案）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建第４
号議案

下水道などのインフラ
設備への国の公的支援
を求める意見書（案）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建第５
号議案

地方財政の充実・強化
に関する意見書（案）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建第６
号議案

ゆたかな学びの実現・
教職員定数改善と義務
教育費国庫負担制度の
拡充を求める意見書
（案）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

建第７
号議案

誰もがどこに住んでい
ても、安全・安心の医
療・介護の実現を求め
る意見書（案）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
案
等
に
対
す
る
賛
否
一
覧
・
委
員
会
審
査
報
告

議案等に対する賛否一覧

会計補正予算　　　P

P

P

会計補正予算　　　P

…Ｐ11のピックアップ議案で一部を解説 ! ! ○：賛成、×：反対、△：退席、議：議長（議長は採決に加わりません）
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福祉環境委員会委員長：星野　光男
問　生活保護システム改修委託料の詳細は。
答　令和５年10月の生活保護の基準改定において物価上昇の影響を見込んで、１世帯当たり月1,000
円加算する特例的な対応がとられたが、それから２年経過する令和７年10月から、さらに１世帯当
たり500円を加算して支給するシステムへ改修するものである。
問　介護サービス事業所等支援事業及び障害者福祉事業所等支援事業の概要と内訳は。
答　これらの事業は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、食材費の価格高騰に直面
する介護保険及び障害者福祉サービスの事業所等に対し支援を行うもので、食事などのサービスの質
の低下を回避し、利用者が安心してサービスを受けられるようにすることを目的としている。内訳と
しては、介護保険関係では、205施設に、合わせて4,046万7,000円、障害者福祉関係では、72施設
に、合わせて789万円の給付を見込んでいる。

【議案以外の委員会所管事務に関する質疑】
・下水道と合併浄化槽のライフコストの比較
・立地適正化計画と上下水道事業の計画の整合性
・人口減少、少子化対策としてのHPVワクチンの必要性の認識
・旧合併特例事業債と子ども子育て支援事業債の充当率
・５歳児健診未実施の理由
・尾道市立市民病院の手術支援ロボット（ダビンチ）導入理由
・手話言語条例制定後の取組、啓発活動のための本庁舎ブルーライトアップの検討
・障害者優待乗車証のタクシー券対象者並びに支給額の改善　
など

≪審査結果≫
　付託を受けた３議案は、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたし
ました。

福祉環境委員会

総務経済委員会委員長：石森　啓司
問　水軍城関係施設解体撤去等委託料の概要は。
答　使用貸借契約の満了に伴い、駐車場及びトイレの解体撤去を行うものである。
問　財産の取得にかかわって、AVM設備機器の概要と更新する台数は。
答　AVM車両運用システムは、消防車両に設置しているもので、地図上で災害現場や出動中のほか
の隊の位置を確認できるものであって、現場到着時間等については、通信指令室と共有できるもので
ある。整備する車両は75台である。
問　小型動力ポンプ積載車と消防ポンプ自動車の取得にかかわって、両入札を分けて行った理由は。
答　小型動力ポンプ積載車は、市内事業者のみで応札が期待できるが、消防ポンプ自動車は、車両の
特殊性から、市外事業者を含めた指名競争入札にならざるを得ないと判断した。市内事業者の受注機
会の確保という観点から、それぞれ入札を実施した。
【議案以外の委員会所管事務に関する質疑】
・労働安全衛生規則の改正に対する対応及び周知
・遊休農地再生利用支援事業の内容及び目的
・市立大学図書館と市立図書館の検索システムの連携
・人口減少に対する市内企業への就職促進に関する取組
・イノシシ、有害鳥獣による農作物被害対策に関する助成等
・令和６年の観光客数及び観光消費額の増加要因と分析
など
≪審査結果≫
　付託を受けた11議案は、審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきもの
と決定いたしました。

総務経済委員会 　　　　　　　　　 議案第76号～議案第85号・議案第90号付託議案

　　　　　　　 議案第76号・議案第86号・議案第90号付託議案

委員会審査の
様子はこちら

委員会審査の
様子はこちら
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教育スポーツ委員会委員長：村上　隆一
問　美術館の修繕料１１０万円の内容は。
答　美術館収蔵庫の入退室管理設備更新のための修繕料で、現在の電子錠は2002年製で、４月にカー
ドリーダー機能が故障し、現在収蔵庫は手動での開閉となっている。現在の電子錠は2002年製で、それ
以降更新していないため修繕ができず、一式での更新を行うものである。
【議案以外の委員会所管事務に関する質疑】
・因島の公共施設におけるスタディルーム設置の可能性
・尾道みなと小学校のプール整備の再考の可能性
・給食費に対する物価高騰対策
・公会計化による給食メニューの統一化の弊害
・ 休日の部活動の地域展開の目的、部活動に対する生徒とのニーズの乖離、部活動の地域展開により生
徒間格差が生じる可能性
・タブレット端末の授業以外での利用と故障した際の対応
・デュアルスクール制度導入の検討と保育関係課との連携
・特別支援学級から通常学級への学びの場の変更の有無
・ 不登校児童生徒の保護者への相談体制の選択肢や不登校支援ガイドの浸透状況
の課題意識
など

≪審査結果≫
　付託を受けた２議案は、審査の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと
決定いたしました。

教育スポーツ委員会  議案第76号・議案第87号付託議案

米国の関税措置に対応した中小企業等支援策の
拡充を求める意見書（要約）
　米国の関税措置に関し、将来の不確実性が増しており、今後、国内への景気下押し圧力のみな
らず、世界的な景気後退につながるのではないかとの不安の声が寄せられています。
　特に、我が国の基幹産業であり裾野の広い自動車関連企業をはじめとする、多くの事業者の設
備投資への判断や賃上げへの深刻な影響が懸念されており、早急な解決策が求められています。
　よって政府におかれましては、米国の関税措置に対し、特に日本の企業の９割以上を占める中小
企業等を対象とした、具体的かつ手厚い施策を講じることを強く要望します。

意見書
※�意見書とは、市の公益に関することについて、議会としての意思を意見と
してまとめた文書で、国会や関係行政庁に提出します。
　６月定例会では下記の意見書を可決し、関係機関に提出しました。

下水道などのインフラ設備への国の公的支援を求める意見書（要約）
　下水道管は全国的に老朽化が問題となり、政府の調査でも更新期の50年を経過した管渠の総延
長の約７％が令和15年度末には約20％となり、今後は急速に増加するとされています。
　よって政府及び国会におかれましては、下記事項について国による公的対応を図るよう強く要望
します。
　１　インフラの点検・緊急対策・更新などの管理を行うために、自治体及び　
　　　地方公営企業へ、国により財政的・技術的支援を強めること。
　２　防災・安全交付金や社会資本整備総合交付金について、物価高騰の実態　
　　　などに見合う充実した支援とすること。

委員会審査の
様子はこちら

委
員
会
審
査
報
告
・
意
見
書
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地方財政の充実・強化に関する意見書（要約）
　いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢化にともなう社会保障制度の整備、子育て施策、
人口減少下における地域活性化対策はもとより、感染症対策など極めて多岐にわたり新たな役割
が求められています。
　よって政府及び国会におかれましては、令和８年度政府予算、また地方財政の検討にあたり、
社会保障の充実、地域活性化、ＤＸ化、脱炭素化、物価高騰対策、防災・減災、
地域公共交通の再構築など、増大する地方公共団体の財政需要を的確に把握す
るとともに、それを支える人件費を重視しつつ、現行の水準にとどまらない、よ
り積極的な地方財源の確保・充実を図ることなどについて実現されるよう強く要
望します。

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善と義務教育費
国庫負担制度の拡充を求める意見書（要約）
　義務教育に関わる国庫負担については、「三位一体改革」で国庫負担率が２分の1から３分の１
に引き下げられ、地方自治体の財政を圧迫しています。子どもたちが全国のどこに住んでいても、
一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請であります。
　よって政府及び国会におかれましては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が
計画的に教育行政を進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

　１　�35人学級について、中学校で確実に実施するとともに、高等学校でも早
期実施と計画的な教職員定数改善を推進し、少人数学級実現について検討
すること。

　２　�教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、地方財政を確保した上で
義務教育費国庫負担制度の負担割合を引き上げること。

誰もがどこに住んでいても、安全・安心の医療・介護の
実現を求める意見書（要約）
　新型コロナウイルスの感染拡大により「医療崩壊」や「介護崩壊」が生じ、国民の命と健康が
脅かされる事態が広がりました。それにもかかわらず、政府は「地域医療構想」に基づき、入院
病床数の削減や医療機関の再編・統合を推進しています。
　地域に病院が存在することで、その地域で安心して暮らすことができるだけでなく、病院や介
護・福祉施設があることで働く人が集まり、地域の活性化にもつながります。しかし、政府は高齢
者数がピークを迎える令和22年頃を見据え、さらなる「地域医療構想」の策定
を進めています。
　よって政府におかれましては、国民の財産である医療提供体制を維持し、ど
こに住んでいても安心して医療や介護を利用できる社会を実現すされるよう強く
要望します。
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リサイクル適性 A
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。

　今号から編集委員の任期満了に伴い、委員が改選さ
れ新体制となりました。
　議会だよりは、「市議会の活動状況の市民への周知
並びに市民の市議会に対する理解及び自治意識の向上
に資するため発行する」と要綱に定められています。こ
の要綱のもと、議会だよりの編集・発行を通じて市民
の皆様に市議会への理解・関心がさらに高まるよう、
親しみやすい紙面づくりに努めてまいります。

■議会だより編集委員会委員

■お問い合わせ先
★ 「市議会」や「おのみち市議会だより」に対するご意見、ご感
想をお寄せください。お寄せいただいたご意見は今後の参考
とさせていただきます。

次号は令和７年11月10日発行予定です

尾道市議会事務局
〒722-8501　尾道市久保一丁目15番1号
ＴＥＬ ０８４８－３８－９３７１　ＦＡＸ ０８４８－３８－９３３９

編 集 後 記

委 員 長：檀上　政樹　　
副委員長：二宮　　仁
土屋　咲子　　岡野　長寿　　村上　久美
石森　啓司　　新地　貴史　　新田　賢慈

９月定例会の日程
８月20日 議会運営委員会 10：00

９月  1日 本会議（開会） 13：30

９月  3日 本会議（一般質問） 10：00

９月  4日 本会議（一般質問） 10：00

９月  5日 本会議（一般質問） 10：00

９月  9日 総務経済委員会 13：00

９月10日 福祉環境委員会 13：00

９月11日 教育スポーツ委員会 13：00

９月17日 本会議（閉会） 13：30

市議会からのご案内

※ 9月定例会の日程は8月20日の議会運営委員会で正式に
決定しますので、変更の可能性があります。
※ 傍聴を希望される方は議会事務局までお越しください。
座席は先着順です。

　尾道市議会では、8月8日に学生の皆さんを対象に学生議会（※）を開催します。
※ 学生議会… 高校生、大学生が学生議員となり、本会議場で市議会議員に市政に関する質問をする模擬

議会です。今年で第4回の開催となります。
　今回、市内在住の高校生と市立大学の学生19名に学生議員として質問に立っていただける
ことになりました。
　本番に先立ちリハーサルを行いましたので、その様子を少しご紹介いたします。

　学生議会の様子はちゅピC
コ ム

OMで録画放送されるほか、Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeでも録画配信します。学
生の皆さんが日頃市政に対してどのような疑問を抱いているのか、尾道をどうしていったら良
いと思うか、これからの尾道を見据えた鋭い視点で質問している姿をどうぞご覧ください。
　本番の様子は、次号で詳報します！

《学生議会のリハーサルの様子》

学生議会に向けて学生議会に向けて学生議会に向けて8月８日
開催
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